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ዻyƟ人権ड༎� ఆ॔ᄇภಐの人権ड༎

    ༱ƷƁथƉƌƹƎŹᅊႍസにƎǀたƶに 

Ĩ 学೺໴ඉ 

  中学生 

ĩ ƢƾŹ 

  ໎ܹ଺におけるᢤᩊ৑で存在する様々な人権ᛢ᫆について知り、「໎ܹࢊ者」とᚕわれる人々の立場

になってᛢ᫆や解ൿ方法を考えることをとおして、人権感覚や意識を᭗め、໎ܹ଺にもお互いの人権を

尊重しようとする態度を育てる。 

Ī മᅏƎǀƷの 

Źワークシート 

Ũ資料 

ī श๊ 

  ໎ܹ発生଺は、ᘮ໎したすべての人に生活の׉ᩊが生じ、基本的人権が保ᨦされない状況が生じます。

ᢤᩊ৑は、様々な方が生活をᡛる場であり、通ࠝの生活の中では感じたことのないɧܤ感やǹトȬǹを

感じることになります。ɧ自由な生活がࢍいられがちなᢤᩊ৑において、すべての人がいƔに自分らし

い生活をᡛることができるƔということは᩼ࠝに大切なことです。 

  ཎに᭗ᱫ者やᨦがい者、၏人やけが人、ڡ性、܇ども、׎ٳにつながりのある人など、「໎ܹࢊ者」

とᚕわれるཎКなᣐॾや支ੲが必要な人にとって、人間らしい生活や自分らしい生活をᡛれるように求

めることは、ൿしてបඑやわがままではありません。 

ワークをとおして、ᢅӊに発生した自然໎ܹにおけるᢤᩊ৑生活のᛢ᫆を知り、ଐƝǖƔらの備えの

必要性やᢤᩊ৑における一人ひとりの人権尊重について考えさせていきます。ᛡにとっても人権が尊重

されるᢤᩊ৑づくりに向けて、人権感覚や意識を᭗め、໎ܹ଺にもお互いの人権を尊重しようとする態

度を育てます。 

Ĭ ුƶሑ�࿶्፯� �� ᇀ 

ಐ৖ 学೺のጺǁ�ঊ၌fၾዴ� ጽ࡝ಈஶ ಃፍƟƞ 

導λ 

Ჱ分 

Ŧ学習の確認（2分） 

・੉ಅの්れやသ意ໜのᛟ明をᎥく。 

ŦǢǤǹȖȬーǭȳǰ（Ჯ分） 

「ᢤᩊ৑に˴を持っていきますƔᲹ」 

Ĭעᩗによる໎ܹにより、自ܡƔらᢤ

ᩊ৑にᢤᩊすることになった。その

際に持っていくものをᲫつ考えて、

ワークシートに୿く。 

ĭ考えたことについて、Ჰ人ᆉ度のǰ

ǰȫーȗ内で発ᘙし合う。 

・੉ಅの්れをቇҥにᛟ明する。 

・2�Ƃ学習のኖளƃをˡえる。 

・ワークシートをᣐ˄する。 

・すƙには自ܡに৏れない状況で

ᢤᩊ৑に向Ɣうことをे定して

考えさせる。 

・ᢠんƩ理由についても発ᘙする

よう促す。 

・ワークシート 

�� 

・ᢤᩊ৑生活の׉ᩊさについて考え、ଐƝǖƔらの備えの大切さについて気づく。
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展開 

�0分 

ŦǢクȆǣȓȆǣ（�0分） 

ǢクȆǣȓȆǣᲫ 

「ᢤᩊ৑での׉りƝととその解ൿ方法

について考える」

Ĭ໎ܹ଺にឪきたᢤᩊ৑での׉りƝと

にݣする解ൿ方法を考え、ワークシ

ートに୿く。 

ĭࡽきዓきӷじǰȫーȗで発ᘙし合

い、׉りƝとの解ൿ方法について、

意ᙸʩ੭を行う。 

ĮஒᛠをᎥく。 

ǢクȆǣȓȆǣᲬ 

「ᛡもがᢅƝしやすいᢤᩊ৑にするた

めに」

į᪮目を参考にして、各ǰȫーȗで

様々な立場᲻᳸᳀のうちᲫつについ

て׉りƝとを考えてᛅし合う。 

İЈてきた׉りƝとを解ෞする方法に

ついて考えてᛅし合う。 

ıǰȫーȗでᛅし合った内容をクȩǹ

内で発ᘙし合う。 

Ĳ感े等をワークシートに୿く。 

・៻いす利ဇ者の׉りƝとについ

てे΂して考えさせる。 

・記᠍された᪮目ˌٳにも׉りƝ

とがないƔբいƔける。 

・資料ƀிଐ本大ᩗ໎のあるᘮ໎

者の体᬴Ɓƀ「ᢤᩊ৑のឋの向

上」についてƁをᛠむ。 

・立場が͞らないように、᲻᳸᳀

をਰり分けるとよい。 

・その人にとってのあたりまえの

生活がᡛれないことを考えさせ

る。 

・「ឋの向上」のᙻໜも៊まえて

考えさせる。 

・�ǰȫーȗ2᳸３分で発ᘙさせ

る。 

・他のǰȫーȗの発ᘙをᎥいてƔ

ら୿くよう指示する。 

・資料

まとめ 

３分 

Ŧまとめ（３分） 

・まとめのᛅをᎥく。 ・੉ಅをとおして生徒ƔらЈされ

た考えや記ᡓをもとに、ねらい

をおさえ、まとめる。 

Ჶ参考資料などᲸ 

「人権学習ワークシート集 Ü人権教育実践のために 第��集（ݱ・中学校ዻ）Ყ」 

神ډ߷Ⴤ教育ۀ員会（平成2�年Წ月） 

ᢤᩊ৑ᢃ営ǬǤȉȩǤȳ  内᧚ࡅ（᧸໎ਃ࢘）（平成2�年４月） 

・ᢅӊの໎ܹ଺におけるᢤᩊ৑で、様々なᛢ᫆があったことを知る。

・ᢤᩊ৑においても、人がどれƩけ人間らしい生活や自分らしい生活をᡛることができる

Ɣという「ឋの向上」が求められていることに気づく。

・ɧ自由な生活をࢍいられがちなᢤᩊ৑において、全ての人々がいƔに自分らしい生活を

ᡛることができるƔということはとても大切なことであることに気づく。

・ଐƝǖƔら、それぞれの立場をे΂できるよう人権感覚をᄶき、໎ܹ଺にもお互いの人

権を尊重しようとする態度を៲につける。
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ワークシート

（  ）年（  ）組（  ）ဪ・ӸЭ               

Ძ 「ᢤᩊ৑に˴を持っていきますƔᲹ」 

 Ĭもし、大עᩗの発生により、自ܡƔらᢤᩊすることになり、すƙには

自ܡに৏れないとしたら、ᢤᩊ৑には˴を持っていきますƔᲹ持って

いくものを考えて、一つ୿きましǐう。 

 ĭ他の人がਫƛたものを୿きましǐう。 

Წ 下に୿いてあることは、実際にあった៻いす利ဇ者のᢤᩊ৑生活でのできƝとです。៻いす

利ဇ者がࣛᢘにᢅƝせるための解ൿ方法を考え、ワークシートに記λしましǐう。 

     

ᛡもがᢅƝしやすいᢤᩊ৑にするために 

・៻いす利ဇ者が̅ဇできるトǤȬや್になる場৑がない。 

・大Ѭのᢤᩊ者がஹて、自分のǹȚーǹを作り、ഩくǹȚーǹはあっても៻いすが通

るǹȚーǹがないので、ᆆ動することができない。 
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３ ᢤᩊ৑生活がᧈくなるにつれ、様々なբ᫆がឪこります。様々な立場になって、次にਫƛた

Ǣ᳸Ǩの᪮目を意識して、׉りƝとをे΂し、ଐƝǖƔらの備えをԃめて解ൿ方法を考えてい

きましǐう。まƣは各ǰȫーȗで᲻᳸᳀ƔらᲫつᢠび、その立場になって考えて、Ĭ、ĭにつ

いてワークシートに記λしましǐう。

   

  

  

        

᲻᳸᳀の中で（     ）の立場になって考えます。

Ĭ׉りƝと 

ĭ解ൿ方法 

Į他のǰȫーȗの発ᘙをᎥいたࢸの感े等を୿きましǐう。 

様々な立場  

᲻Ჴڡ性   ᲼Ჴ܇ども  ᲽᲴᩊ၏・ǢȬȫǮー၌ध・その他ॸ性၌धのある方 

ᲾᲴ᭗ᱫ者  ᲿᲴ׎ٳ人  ᳀Ჴکငۡやʐ࠷児 

᪮目 ǢᲴ生活環境       ǤᲴܤ全ܤ心（ȗȩǤȐシーや᧸ཛなど） 

ǦᲴཋ資のɧ足とሥ理   ǨᲴ心や体のͤࡍ（ɧ჈、᫢欲ɧਰ、၏気など） 
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資料 

「ᢤᩊ৑のឋの向上」について

ᢤᩊ৑ᢃ営ǬǤȉȩǤȳ（平成2�年４月）内᧚ࡅ（᧸໎ਃ࢘）のϔ᪽には、「はじめに᳸

ᘮ໎者のͤࡍを維持するために［ᢤᩊ৑のឋの向上］をめざす」と明記されています。

また、「Э੩となるʙ᪮の理解᳸「ឋの向上」の考え方᳸」では、次のように示されていま

す。

「ᢤᩊ৑は、あくまでも໎ܹで˰むܼをڂったᘮ໎者等が一଺的に生活をᡛる場৑です。

πᝲや支ੲをࢽての生活であることƔら［ឋの向上］というᚕᓶを̅うと［បඑではないƔ］

というようなឯଓの指ઇを受けることもあります。しƔし、ここでいう［ឋの向上］とは

［人がどれƩけ人間らしい生活や自分らしい生活をᡛることができているƔ］という［ឋ］

をբうものであり、̾人のӓλやᝠငを基にምЈされる［生活水แ］とは全くီなる考え方

であるため、［បඑ］という৤Йは࢘たりません。

᳸（中ဦ）᳸

ிଐ本大ᩗ໎ࢸは、ෙٳƔらٶくの支ੲ者がᚧれました。঻が׎の応࣯・ࣄ଒のᡆᡮさに

ᆅឃする٣があった一方で、ᢤᩊ৑の生活環境については、׎際的なᩊൟ支ੲ基แを下ׅる

という指ઇがあったことは重く受け止めなければなりません。᧵神・෺ែ大ᩗ໎ˌᨀ、ᢤᩊ

৑の確保については、一定の進展がᙸられたとᚸ価できますが、次の目標は、その［ឋの向

上］です。」

᳸ிଐ本大ᩗ໎のあるᘮ໎者の体᬴᳸

᲻さんは重度のᨦがいがあり៻いすで生活をしています。᲻さんはிଐ本大ᩗ໎のᘮ໎

者の一人で、ᢤᩊ৑での体᬴を次のようにᛅしてくれました。

 「ˎ設のトǤȬに行きたいと࣬っても、段ࠀがあり、Ɣつ৖すりがなƔったので行くこ

とができなƔった。」

 また、他のᢤᩊ৑では、「ˁ方なくȝーǿȖȫトǤȬを持ちᡂんƩら、཰いᢤᩊ৑内な

のでǱǬをしたらどうするのƩとᚕわれ、ᚩӧされなƔった。ᅶの知り合いは、水分と᫢

べཋを੘えたため၏気になってしまった。せめて他の人にᚩされるஇ˯ᨂ度のことは、ᅶ

たちᨦがい者でもできる環境を作りたい。そう࣬い˴Ɣ੩కするとƀみんな׉っているの

ƩƔら঻ॸしなさい。みんなが঻ॸしているときにƥいたくをᚕうなƁとᚕわれた。ᅶの

生活にஇ˯ᨂ必要なものやȗȩǤȐシーの保護をお願いしているのであってൿして࿿えた

りわがままをᚕっているのではない。ӷじ環境下にいても、ᨦがいのある人とない人では

ɨえられる自由やܤ心の度合いがᢌう。このそもそものǹǿートȩǤȳのᢌいを໯ᙻして

おいて、˴をもって平等というのƔ、よく考えてǄしい。」

「人権学習資料 3� ໎ܹと人権᳸໎ܹにࢍい社会をつくるために᳸」（一部٭୼しています）

πႩ社ׇ法人ᯓ取Ⴤ人権文化ǻȳǿー（平成2�年�2月）

88



�� 

ឋの向上の目標は、「ǹȕǣǢ基แ」

ᢤᩊ৑ᢃ営ǬǤȉȩǤȳでは、ǹȕǣǢȗȭǸǧクト（参考）の部分で、次のように示さ

れています。

ᘮ໎者にとって「正しい」支ੲとはᘮ໎者がܤ定した状況で、尊厳をもって生存し、ׅࣄ

するために、あるべき人ᢊݣ応・実現すべき状況とはどのようなものƔ。この׎際的なȗȭ

Ǹǧクトでは「人ᢊঙᇘの௒組みに基づき、生ԡをܣるための主要な分᣼におけるஇ˯ᨂ฼

たされるべき基แ」を「ǹȕǣǢ・ȏȳȉȖȃク」にまとめています。ʻࢸの঻が׎の「ᢤ

ᩊ৑のឋの向上」を考えるとき、参考にすべき׎際基แとなります。

https://jqan.info/wpJQ/wp-content/uploads/2019/10/spherehandbook2018_jpn_web.pdf 
 ᢤᩊ৑についても、人間らしい生活や自分らしい生活をᡛるという人権尊重のᙻໜƔら考

えていくことが必要です。

໎ܹݣ応におけるဏڡ共ӷ参画

໎ܹݣ応力をࢍ化するڡ性のᙻໜ᳸ဏڡ共ӷ参画のᙻໜƔらの᧸໎・ࣄᐻǬǤȉȩǤȳ᳸

（令和Წ年Ჯ月 内᧚ࡅဏڡ共ӷ参画ޅ）のϔ᪽「はじめに」では、次の記᠍があります。 

໎ܹは、עᩗ、඾ඬ、᫘水ܹ等の自然現ᝋ（自然要׆）とそれを受け止めるͨの社会の在

り方（社会要׆）により、そのᘮܹの大きさがൿまってくると考えられています。性К、年

ᱫやᨦܹのஊ໯など様々な社会的状況によってࢨ᪪はီなり、社会要׆による໎ܹ଺の׉ᩊ

をஇݱᨂにすることが重要です。 

ிଐ本大ᩗ໎をはじめとするこれまでの໎ܹにおいては、様々な意࣬ൿ定ᢅᆉへのڡ性の

参画が十分に確保されƣ、ڡ性とဏ性のȋーǺのᢌいなどがᣐॾされないといったᛢ᫆が生

じました。 

こうしたᚇໜƔら、׎の「᧸໎基本計画」「ဏڡ共ӷ参画基本計画」「ᢤᩊ৑ᢃ営ǬǤȉ

ȩǤȳ」等において、ˌ下のʙ᪮が定められています。 

員への˓ԡなど、᧸໎に関する૎ሊ・方ۀ方᧸໎会ᜭのע、るため׋の᧸໎力向上を؏ע・

針ൿ定ᢅᆉと᧸໎の現場におけるڡ性の参画をਘ大する。 

るもの׋化や、᧸໎ȪーȀーの育成等をࢍ、は、自主᧸໎組織の育成（Ⴤࡅᣃᢊ）ထ஭ࠊ・

とし、その際、ڡ性の参画の促進にѐめるものとする。 

のȋーǺのᢌڡ性の参画を推進するとともに、ဏڡထ஭は、指定ᢤᩊ৑のᢃ営におけるࠊ・

い等ဏڡӑ方のᙻໜ等にᣐॾするものとする。ཎに、ڡ性ݦဇのཋ࠮し場、୼ᘘܴ、੉ʐ

ܴの設ፗや生理ဇԼ・ڡ性ဇ下ბのڡ性によるᣐࠋ、߹ׅᜩ備や᧸ཛȖǶーのᣐࠋ等によ

る指定ᢤᩊ৑におけるᢃ営ሥ理にѐめるものとする。 

性のڡ、のᢘ切なᢃ営ሥ理を行うものとし、その際ܡ˰は、応࣯ˎ設（Ⴤࡅᣃᢊ）ထ஭ࠊ・

参画を推進し、ڡ性の意ᙸをӒପできるようᣐॾするものとする。 

・ᘮ໎עのࣄ଒・ࣄᐻに࢘たっては、あらゆる場・組織にڡ性の参画を促進するものとする。 

このような取組を進めることは、܇どもやᒉ者、᭗ᱫの方、ᨦがいのある方、᳆᳁᲼᳎の

方など、ٶ様な方々へのᣐॾにもつながります。 
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